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『新教材 Hi, Friends!』の内容が明らかに！ 

  
英語ノートは平成２３年度で終了となり，平成２４年度から新しい教材「Hi，friends！」が配布さ

れます。 

以下の情報は、文部科学省が政令指定都市並びに都道府県教育委員会の英語担当指導主事への講習

会で話されたものですが、日本教育新聞や仙台市教育センターのホームページでされたものを紹介

します。 

 

１形態・配布方法（希望した小学校のみ） 

○児童用教材 小学校５・６学年の児童に紙媒体で配布 

○教師用指導書 小学校５・６学年の学級担任に紙媒体で配布 

○デジタル教材（ＤＶＤ） 小学校に配布 

○単元計画，指導案，ワークシート インターネット上に掲載，もしくはデジタル教材に収録 

２特色 

○語彙や単元のねらい，題材，表現など，基本的な要素については，「英語ノート」とほぼ同様で

ある。 

○活動については，児童同士がより積極的にコミュニケーションを図ることができる活動に適宜変

更をする。 

○「英語ノート」の良さを維持する。 

・デジタル教材がある。 →誌面の拡大や絵での提示ができる。電子黒板の画面に書き込める。 

・書き込みができる。 →児童の振り返り，評価材料に活用できる。 

・個人配布される。  →児童にとって学習の足跡となる。 

・絵カードがある。  →教材として活用できる。 

○第６学年の教材では単元数を減らし，時間配分の見直しを図る。 

○児童が活動する際に、より活用しやすい誌面構成にする。 

○教師用指導書は，指導者に必要な内容を児童用教材に赤字で書き込んだものを作成する予定であ

る。英語ノート指導資料にあった詳細な指導案は，ネットからダウンロードできるようにする予

定である。 

３新教１・２構成 

 

現「英語ノート」 新「Hi, friends!」 

L 単元名 L 単元名（案） 

１ 世界のこんにちはを知ろう １ Hellow! 

２ ジェスチャーをしよう ２ I’m happy. 

３ 数であそぼう ３ How many? 

４ 自己紹介をしよう ４ I like apples. 
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 ５ What do you like? 

５ いろいろな衣装を知ろう ６ What do you want? 

６ 外来語を知ろう  

７ クイズ大会をしよう ７ What’s this? 

８ 時間割を作ろう ８ I study Japanese. 

９ ランチメニューを作ろう ９ What would you like? 

『英語ノート1』の「L6 外来語を知ろう」は、新教材ではランチメニューに内容を移動し、

このLesson６ はなくなる予定です。 

   『英語ノート２』の「L1 アルファベットで遊ぼう」は、大文字と小文字を扱うことで子供

たちへの負担が大きかったので、大文字を扱うのは、新教材１のL５に入る。 

 

  すべての単元は、①Let’s  Listen. ②Let’s  Play. ③Let’s  Sing/Chants.    

④Activity    の活動がある。 

  物語教材としては、『桃太郎』が入いる。 

４．今後の予定 

平成２４年１月に各学校に対して新教材の配布希望調査を行い，３月頃，希望した学校に児童

用教材，教師用指導書，デジタル教材を配布する予定である。 

☆まだ、実物の教材を見ることはできていませんが、ほぼ正確に記されているものと考えます。 

『英語ノート』を基本にしているということですから、「大阪狭山小学校英語活動支援の会」が作成

した学習指導案を参考にしながら、英語活動を実施できるものとなっていると考えます。各学校に

配布した学習指導案については、随時変更中でありますから、授業を通して気付かれたことは、当

会まで連絡をお願いします。 

児童を英語嫌いにさせず、コミュニケーションする楽しさを実体験できる教材にしていきたいと

思いますのでよろしくお願いします。 

 

授業を見学して！ 
 ある英語活動を見せていただいた時のことです。 

 『英語ノート１』のLesson ５「いろいろな衣装を知ろう」というテーマの学習中にChants ”Do 

you have a cap?” を復習で一通り練習した後、担任の先生が、単語を変えて言うように指示されま

した。そして、CDをかけられました。もちろんCDは元の”green cap”で流れますが、子供の声は、

大きく、そのリズムだけをうまく利用して、単語を置き換えて楽しそうに歌っていました。 

 リズムよく発声することは、英語独特の強弱の発音練習の基礎となります。メトロノームなどを

使わず、新たな教具もなしに、子どもの元気な声がリズムを作ることを学ばせていただきました。 

英語ノート２ 新教材２ 

Ｌ 単元名 Ｌ 単元名(案) 

１ アルファベットで遊ぼう  

２ いろいろな文字があることを

知ろう 

１ Do you have “a”? 

３ 友だちの誕生日を知ろう ２ When is your birthday? 

４ できることを紹介しよう ３ I can swim/ 

５ 道案内をしよう ４ Turn right. 

６ 行ってみたい国を紹介しよう ５ Let’s go to Italy. 

７ 自分の一日を紹介しよう ６ What time do you get up? 

８ オリジナルの劇を作ろう ７ We are good friends. 

９ 将来の夢を紹介しよう ８ What do you want to be? 
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英語活動に見えてきた課題 
 文部科学省 教科調査官 直山木綿子さんの言葉から 

☆オールイングリッシュにについて 

学級担任が英語だけで授業をしたい、またその自信のある方は大いにや

っていただきたいのですが、その際注意していただきたいのは、子どもの

身の丈にあった英語表現を使うということです。  その一方で、これまで

外国語活動を担当したことがない先生の中には日本語使用禁止といわれる

と困ってしまう方もいると思います。「子どもとの良い関係性」 が外国語

活動の成功を左右することを考えると、外国語活動に困難を感じていらっ

しゃる先生には必ずしもオールイングリッシュにこだわる必要はないと申

し上げています。 

 外国語活動で学級担任が英語を使う３つの段階があると考えます。 

第１に「英語ノート」に載っている語彙や表現です。第２段階は Stand upとか Sit downなどのク

ラスルームイングリッシュ。これを自然に使えるようになるとオールイングリッシュが無理でも、

かなり英語の使用頻度が高まります。 

第３段階は,オールイングリッシュで積極的に進める場合も、子どもの身の丈にあった英語を使うこ

とに留意していかなければなりません。 

☆学校体制について 

大切なことは、外国語活動に悩む先生や外国語活動担当者が孤立してしまう状況にならない学校

体制です。該当学年だけ、積極的な人だけに任せるというのではなく、学校長・教頭などの管理職

が外国語活動の必要性や目標、内容を十分理解し、それを踏まえて全員で取り組む校内体制をきち

んと整えている学校は浸透が早い。教員同士の交流・ネットワークとそれを支援する学校体制は外

国語活動の成功に必要不可欠といえます。             （教育家庭新聞から抜粋） 

 
 

新会員の募集について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ「大阪狭山小学校英語活動支援の会」では、コミュニケーション能力の素地を培う小学校

の英語活動の時間に、担任の先生への支援者として、大阪狭山市内の各小学校の５年生・６年生

の授業活動に入っています。また、子どもたちの自然体験を豊かにするために、夏休み中に「英

語キャンプ」や、感性を豊かにするための「英語での絵本の読み聞かせ活動」、さらには、英語

活動の時間を楽しくするゲームなどを取り入れた、先生対象の「学習活動講座の実施」、などの

活動をしています。 

 大阪狭山市及び近隣市在住の方で、ボランティア活動に興味のある方をＮＰＯ「大阪狭山小学

校英語活動支援の会」の運営会員として募集しています。会費は年額２０００円です。 

 活動は、毎月、例会を通して共通理解を図りながら、イベント開催時にはすべての企画に参加

して、運営を行います。 

 ・市民活動を始めたい方       ・PC、編集、校正などに興味のある方 

 ・ボランティア活動に興味のある方  ・キャンプや野外活動に興味のある方 

 ・英語の好きな方 ・英語関連の講座の企画、運営に興味のある方 

 ・小学校英語活動に興味のある方 

 

例会を見に来ていただいて、入会するかどうかを決定していただけたらと思います。 

ただし、実際の授業支援に入る方は、TOEIC７３０点以上、英検準１級以上の英語力が必要で、

別途実施する面接で、決定します。４５分の授業支援と打ち合わせに対して、１０００円の有償

ボランティアです。 

応募の問い合わせについては、事務局 石井重光 fwis8431@mb.infoweb.ne.jp  までメール

をお願いします。《例会日 １月１１日（水）、２月２日（木）、３月９日（金）》 

 

こ 
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春休み中の行事紹介 
☆「英語絵本の読み聞かせ会」 

 ネイティブスピーカーとともに、英語の絵本やゲームを楽しみませんか！ 

 

   ● 日時 平成２４年３月２４日（土） 午後２時から４時まで 

   ● 場所 大阪狭山市立公民館  多目的ルーム 

   ● 会費 ５００円（各部） 

   ● 内容 第１部   対象  幼稚園児・低学年児童と保護者（２０組） 

        第２部   対象  高学年児童（３０人） 

☆ ブラッシュアップ英語講座（第１回） 

小学校にも英語活動が本格導入され、若い世代の子供達も英語に触れる機会が増えて来ました。

大人も負けてはいられませんね！「もう一度、自分の英語をブラッシュアップしたい」、「自分の発

音が正しいのか自信が無いので、一から練習してみたい」、「英語に対する苦手意識をなくしたい」

という方にお知らせです。 

 NPO 大阪狭山小学校英語活動支援の会では、会の理事であり、英語学習カウンセラーの鈴木カオ

ル先生を講師に迎え、第一回として「英語講座（基礎編）」を開催いたします。基礎編は英語が苦手

な方も十分楽しんでいただける内容となっています。 

 英語に興味をお持ちの皆さんの参加をお待ちしています！ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

● 申込み  (NPO) 大阪狭山小学校英語支援の会 理事 石井重光 まで 

    問合せ先  email： fwis8431@mb.infoweb.ne.jp Tel： 090-3721-0666  

 Fax： 072-367-5182  

          メールまたはファックスで申し込んでください。 

● 締め切り日 平成２４年３月１５日（木） 

   （申し込みチラシ等は、大阪狭山市関係団体の配架資料に陳列しています。） 

 

 

今後の研究会 
第８回全国小学校英語活動実践研究会（HPで案内を見ることができます） 

 日程  平成２４年２月１０日、１１日 

 場所  鳴門大学、鳴門市内小学校   (公開授業、事後研究会、全体会、分科会) 

内容  ①児童の実態に即した効果的な教材の活用と評価の在り方 

    ②学級担任が主体となって進める外国語活動の指導の在り方と指導体制の工夫 

③滑らかな接続を目指した効果的な小中連携の在り方 

● 日時  2012年 3月 29日(木)  13：30 ～ 15：00  

● 場所  大阪狭山市コミュニティセンター  （ 大阪狭山市大野台 2丁目 1番 5号 ） 

● 内容  すぐに役立つ表現を使って、一緒に声に出して練習します。 

 ※手鏡をご持参下さい。 

● 参加費  1000円 （当日会場にて徴収させていただきます。） 

 

 
     

編集後記 

平成２３年度は、５月から各小学校へ支援活動を行ってまいりました。ALT が２人になって、２週間

おきの派遣となったため、私たち「大阪狭山小学校英語活動支援の会」の果たす役割が加速した年となり

ました。その一方で、『ふれあいの里英語キャンプ』の実施、３回の英語講習会の開催、８月には小学校

英語活動協議会と連携して研修会の開催をしてまいりました。２４年３月に新メニューとして、「英語絵

本の読み聞かせ会」、「第１回英語講座（基礎編）」を計画し、案内しています。皆様が希望する活動をお

聞かせください。                                （石井 重光）                  
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